
何かが始まる予算
・新たな胎動予算

　知事就任後２カ月が経過し、この間、２人の副知事をはじめ、
ネットメディア戦略アドバイザー、政策アドバイザー、首席補佐
官を任命しました。また県の情報を県民に発信することにより知
事や県政を身近に感じてもらう「ＳＮＳチーム」、全国の先駆け
となる政策「ぐんまモデル」の確立・発信を目指す「自

じ

我
が

作
さ っ

古
こ

チ
ーム」を知事直属のチームとして設置しました。
　知事を囲むトップマネジメント・チームが固まり、県民に「群
馬で何か新しいことが起きそうだ」という期待感を持っていただ
くとともに、職員に「県政が変わった」ことを認識してもらうこ

とができたものと考えています。
　群馬のブランド力を強化し、県
民の幸福度を上昇させ、県民の新
たなプライドを練り上げるために
「新たな胎動予算」として補正予
算を編成するなど、新たな県政が
動き始めたところです。これから
も全力を注いで参ります。

第３回前期定例県議会で提案
説明を述べる山本一太知事

山本
一太の

知事コラム

https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧ください（右図から読み取れます）HP
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金
融
機
関
や
県
信
用
保
証
協
会
と
相
談
し

て
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す

問　
前
記
申
、
県
信
用
保
証
協
会
（
☎
０

２
７
・
２
３
１
・
８
８
７
５
）
、
県
庁
商

政
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
３
３
３
５
）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　
地
域
福
祉
事
業
の
充
実
・
向
上
を
図
る

た
め
募
金
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

日　
10
月
１
日
～
２
年
３
月
31
日

募
金
の
使
い
道
は　
１
人
暮
ら
し
高
齢
者

へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
病
院
な
ど
へ
の
高

齢
者
・
障
害
者
送
迎
サ
ー
ビ
ス
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
福
祉
活
動
の
支

援
、
福
祉
施
設
の
修
繕
や
学
童
保
育
所
の

備
品
整
備
な
ど
、
県
内
の
福
祉
に
役
立
て

ら
れ
ま
す

※
詳
し
く
は
、
県
共
同
募
金
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

他　
寄
付
金
に
は
税
制
面
で
の
優
遇
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

問　
県
共
同
募
金
会
（
☎
０
２
７
・
２
５

５
・
６
５
９
６
）

秋
山
に
お
け
る
山
岳
遭
難
の
防
止

　
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
と
、
登
山
者

の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
山
岳
遭
難
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
登
山
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
事
前
に
気
象
情
報
や
登
山
コ
ー
ス
の
危

険
箇
所
な
ど
を
確
認
し
、
体
力
に
見
合
っ

た
計
画
を
立
て
る

・
標
高
が
高
い
所
で
は
、
冬
山
と
同
様
の

気
象
条
件
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
服

装
や
持
ち
物
な
ど
に
注
意
す
る

・
単
独
で
の
登
山
は
避
け
る

・
天
候
が
急
変
し
た
場
合
は
登
山
を
中
止

し
、
下
山
す
る

・
家
族
や
職
場
な
ど
に
、
登
山
コ
ー
ス
や

帰
宅
時
間
、
非
常
時
の
連
絡
方
法
を
告
げ

る
と
と
も
に
、
携
帯
電
話
な
ど
の
連
絡
手

段
を
確
保
し
て
お
く

・
万
が
一
に
備
え
、
登
山
届
（
登
山
カ
ー

ド
）
は
必
ず
提
出
す
る

問　
県
警
察
本
部
地
域
課
（
☎
０
２
７
・

２
４
３
・
０
１
１
０
内
線
３
５
６
４
）　

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
支

援
し
ま
す

　
全
国
の
労
働
委
員
会
と
中
央
労
働
委
員

会
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
個
別
労
働
紛
争

処
理
制
度
」
の
周
知
月
間
と
定
め
、
個
別

的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
制
度
の
周
知
と

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ
ん
制
度
と
は

　
労
働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
間
で
生
じ

た
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
経

験
豊
富
な
労
働
委
員
会
の
委
員
が
当
事
者

双
方
の
間
に
入
り
、
話
し
合
い
の
場
を
取

り
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
迅
速
か
つ
円
満

な
解
決
を
目
指
す
制
度
で
す
。

　
雇
用
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

日　
月
～
金
曜
日　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分

※
祝
日
を
除
く

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

対　
県
内
に
あ
る
事
業
所
の
労
働
者
・
事

業
主

対
象
事
案　
解
雇
、
雇
止
め
、
配
置
転
換
、

パ
ワ
ハ
ラ
、
懲
戒
処
分
な
ど
、
労
働
条
件

そ
の
他
労
働
問
題
に
関
す
る
紛
争

￥　
無
料

相
談
方
法　
直
ま
た
は
☎

相
談
先
・
問　
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
７
８
３
）

募
　
集

美
し
い
ぐ
ん
ま
の
山
と
森も

林り

フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト

　
群
馬
の
山
や
森
林
の
風
景
、
県
民
と
山

と
の
関
わ
り
の
様
子
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

県
内
で
撮
影
し
た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

受　
11
月
29
日
㈮
ま
で
消

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
Ｅ

応
募
用
紙
配
布
場
所　
県
庁
緑
化
推
進

課
、
県
庁
県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
森
林
環
境

事
務
所
、
県
森
林
事
務
所
、
市
役
所
・
町

村
役
場
、
県
写
真
材
料
商
組
合
加
盟
店
な
ど

※
応
募
用
紙
は
、
Ｈ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

申
・
問　
ぐ
ん
ま
山
と
森
林
推
進
協
議
会

事
務
局
（
県
庁
緑
化
推
進
課
内　
☎
０
２

７
・
２
２
６
・
３
２
７
８　
Ｅryokuk

aka@
pref.gunm

a.lg.jp

）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
い
じ
め
や
不
登
校
、
児
童
虐
待
な
ど
生

徒
指
導
上
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
教

育
お
よ
び
社
会
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
・
経
験
を
用
い
て
、
児
童
・
生
徒
の

置
か
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
に
働
き
掛
け

て
適
切
に
支
援
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
期
間　
２
年
４
月
１
日
㈬
～
３
年
３

月
12
日
㈮

勤
務
場
所　
指
定
さ
れ
た
公
立
小
・
中
学
校

対　
２
年
４
月
１
日
現
在
、
69
歳
以
下
で

心
身
共
に
健
康
な
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

・
社
会
福
祉
士
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
士

な
ど
の
福
祉
に
係
る
資
格
を
持
つ

・
過
去
に
教
育
ま
た
は
福
祉
の
分
野
に
お

け
る
活
動
経
験
の
実
績
な
ど
が
あ
る

募
集
人
員　
８
人
程
度
選

選
考
方
法　
書
類
選
考
、
面
接

受　
11
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮
消

申
し
込
み
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
配
布
場
所
・
問　
県
庁
義
務
教

育
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
４
６
１
９
）

※
申
込
用
紙
は
、
Ｈ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

試
　
験

県
立
産
業
技
術
専
門
校
一
般
試
験

日　
10
月
29
日
㈫

所　
受
験
を
希
望
す
る
県
立
産
業
技
術
専

門
校

募
集
科　

・
県
立
前
橋
産
業
技
術
専
門
校
…
生
産
技

術
科
、
電
気
技
術
科
、
Ｃキ

ャ

ド

Ａ
Ｄ
技
術
科
、

テ
ク
ニ
カ
ル
金
属
科

・
県
立
高
崎
産
業
技
術
専
門
校
…
メ
タ
ル

技
術
科
、
機
械
技
術
科
、
住
ま
い
づ
く
り

科
、
塗
装
シ
ス
テ
ム
科
、
自
動
車
整
備
科

・
県
立
太
田
産
業
技
術
専
門
校
…
機
械
シ

ス
テ
ム
科
、
電
気
シ
ス
テ
ム
科
、
自
動
車

整
備
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
科
、
溶
接
ク

ラ
フ
ト
科

受
験
資
格　
高
等
学
校
（
県
立
高
崎
産
業

技
術
専
門
校
の
自
動
車
整
備
科
は
中
学
校
）

を
２
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
ま
た
は

そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
人
な
ど

受　
10
月
７
日
㈪
～
21
日
㈪
必

出
願
方
法　
入
校
願
書
な
ど

他　
試
験
方
法
や
出
願
書
類
な
ど
詳
し
く

は
、
Ｈ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

出
願
先
・
問

・
県
立
前
橋
産
業
技
術
専
門
校
（
前
橋
市

石
関
町　
☎
０
２
７・２
３
０・２
２
１
１
）

・
県
立
高
崎
産
業
技
術
専
門
校
（
高
崎
市

山
名
町　
☎
０
２
７・３
２
０・２
２
２
１
）

・
県
立
太
田
産
業
技
術
専
門
校
（
太
田
市

新
野
町　
☎
０
２
７
６・３
１・１
７
７
６
）

県
職
員
採
用
選
考
考
査
（
心
理

お
よ
び
職
業
訓
練
指
導
員
）
第

２
回

考
査
日　
11
月
17
日
㈰
、
18
日
㈪

合
格
発
表
日　
11
月
29
日
㈮

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

受　
10
月
21
日
㈪
ま
で

※
シ
は
20
日
㈰
ま
で

出
願
方
法　
所
定
の
出
願
用
紙

※
シ
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す

受
験
案
内
・
出
願
用
紙
配
布
場
所　
県
庁

県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
行
政
県
税
事
務
所
、

県
東
京
事
務
所
（
東
京
都
千
代
田
区
平
河

町
）
、
県
人
事
委
員
会
事
務
局
な
ど

他　
受
験
資
格
や
採
用
予
定
人
数
な
ど
詳

し
く
は
、
Ｈ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
２
７

お
知
ら
せ

「
ぐ
ん
ま
ス
マ
イ
ル
ラ
イ
フ
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
「
ぐ
ん
ま
ス
マ
イ
ル
ラ
イ
フ
」は
、
結 

婚
や
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
な
ど
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
一
元
的
に
発
信
し
、

皆
さ
ん
の
知
り
た
い
こ
と
に
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
答
え
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
す
。

　
ま
た
「
ぐ
ー
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
」
や

「
ぐ
ん
ま
結
婚
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
協

賛
店
情
報
の
他
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　
県
結
婚
・
子
育
て
応
援
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
「
ぐ
ん
ま
ス
マ
イ
ル
ラ
イ
フ｣

（https://sm
ilelife.pref.

gunm
a.jp/

）（
Ｈ
参
照
）

問　
県
庁
こ
ど
も
政
策
課
（
☎
０
２
７
・

８
９
７
・
２
７
２
５
）

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
産
業
支
援
資
金

　
２
年
春
の
群
馬
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」
開
業
を
機
に
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
開
催
に
関
連
し
た
事

業
を
実
施
す
る
中
小
企
業
者
を
金
融
面
か

ら
支
援
し
ま
す
。

対　
県
内
に
お
け
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の

開
催
に
関
連
し
て
事
業
を
実
施
す
る
中
小

企
業
者
（
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
産
業
事
業
者
）

※
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
産
業
と
は
、
参
加
者

に
よ
る
宿
泊
、
飲
食
、
観
光
・
物
産
の
他
、

開
催
を
支
え
る
事
業
者
に
よ
る
会
場
設
営
、

映
像
・
音
響
、
警
備
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
広
告
制

作
・
デ
ザ
イ
ン
、
人
材
派
遣
な
ど
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
の
開
催
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

が
発
生
す
る
幅
広
い
産
業
を
い
い
ま
す

資
金
使
途　
設
備
資
金
、
運
転
資
金

融
資
限
度
額　
１
億
円
（
う
ち
運
転
資
金

５
千
万
円
）

利
率　
年
１
・
６
％
以
内

融
資
期
間

・
設
備
資
金
…
10
年
以
内
（
う
ち
据
え
置

き
期
間
２
年
以
内
）

・
運
転
資
金
…
７
年
以
内
（
う
ち
据
え
置

き
期
間
１
年
以
内
）

申　
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
商

工
中
金

他　
担
保
・
保
証
人
は
、
融
資
を
受
け
る
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